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町民もつないだ！
　  　東京2020オリンピック聖火リレー（6月7日）
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持続可能な社会の形成を目指して

進
む
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成

　

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持

続
可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス

デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）」
を
踏
ま
え
た
取
り
組

み
が
世
界
的
に
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、「
ご
み
処
理
」
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
量
を
削
減
す
る
た
め
、
レ

ジ
袋
の
有
料
化
な
ど
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
」
か
ら
、
な
る
べ
く
ご
み
を
だ
さ
な

い
よ
う
に
と
い
う
意
識
を
向
上
さ
せ
る
試

み
が
見
ら
れ
ま
す
。

ご
み
が
環
境
に
与
え
る
影
響

　

ご
み
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
焼

却
の
際
に
生
じ
る
排
ガ
ス
、
最
終
処
分
場

の
整
備
な
ど
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
環
境
に
与
え
る
影
響
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
焼
却
施
設
を
維
持
で
き
る
年
数

や
、
最
終
処
分
場
の
許
容
量
に
は
限
り
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
を
で
き
る
だ
け
長

く
使
う
た
め
に
「
可
能
な
限
り
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
ご
み
事
情

　

本
町
で
は
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
業
務

を
鶴
岡
市
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
両
市
町

間
で
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
鶴
岡
市

に
ご
み
処
理
や
焼
却
施
設
・
最
終
処
分
場

の
整
備
・
運
営
に
掛
か
る
費
用
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。

最
も
多
い
ご
み
は
「
も
や
す
ご
み
」　

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
中
で
最
も
排
出

量
が
多
い
の
が
「
も
や
す
ご
み
」
で
す
。

　

も
や
す
ご
み
は
、
再
生
利
用
で
き
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
び

ん
・
缶
」
な
ど
の
ご
み
と
違
い
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
焼
却
処
分
さ
れ
ま
す
。
い
か
に

し
て
、
も
や
す
ご
み
を
減
ら
す
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
？

　

も
や
す
ご
み
の
中
に
は
、
普
段
の
行
動

を
見
直
し
た
り
、
捨
て
方
を
工
夫
し
た
り

す
る
だ
け
で
量
を
減
ら
せ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
再
生
利
用
で
き
る
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
、
捨
て
方
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
例
、
再
生
利
用
で
き
る
例

を
紹
介
し
ま
す
。

　「電力を地産地消」「ごみ・環境問題を学ぶ」新ごみ焼却施設
　今年4月から鶴岡市の新しいごみ焼却施設が稼働しました。この施設では、焼
却で発生する熱を使って発電を行っています。発電した電力は、施設で利用する
ほか、市内の小・中学校や公共施設に供給しています。また、施設内には見学者
ホールが設けられ、ごみや環境問題について学ぶことができます。
　「今秋に整備完了」鶴岡市一般廃棄物最終処分場
　これまで使用してきた岡山一般廃棄物最終処分場が埋立て満了となり、現在は
民間の最終処分場に埋立てしています。こうした中、鶴岡市大荒地内に一般廃棄
物最終処分場を整備中で、今秋には整備が完了する予定です。

知っておこう！鶴岡市のごみ焼却施設と最終処分場

　私たちの生活の中で必ず発生する「ごみ」。ごみはどうやって処理され、どこへ行きつくのかなど、ご
みの処分について考えたことはありますか。今回は、ごみについて本町を取り巻く状況を把握し、環境
に与える影響という視点からその問題について考えます。

ごみの減量化に取り組もう

本町の家庭系一般廃棄物の内訳（R2年度）
（ごみステーションに出されたごみの量）

■もやすごみ
■プラスチック・
　ペットボトル
■びん・缶
■金属・その他
■蛍光管・乾電池

単位：t（トン）

1,539.98

47.08
52.69 36.35 2.54
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○再生利用できるものの例
　  　マークのある紙製容器包装の箱や袋、
ティッシュペーパーの箱、お菓子の箱、
パンフレットやカレンダー、包装紙や紙袋、
封筒やはがきなど

「ちょっとしたこと」が
ごみの削減に！
　家庭から出るもやすごみの中で特に多いごみが「生ごみ」や「紙類」です。こうしたごみを減らす
ため、皆さまに取り組んでいただきたいごみ減量術を紹介します。

　生ごみは水分を多く含んでいるため、水分の量だけ重さが増えます。そのため、次のような点
に気を付けて捨てましょう。

生ごみは水切りを十分に・剪定枝や落ち葉は乾かしてから減量術 ❶

水切りネット等で十分に
水分を切ってから捨てる

庭木の剪定枝や落ち葉は、
十分に乾燥させてから捨
てる

家庭用生ごみ処理機やコ
ンポストを利用する

生ごみを堆肥化すること
で家庭菜園などに利用で
きます

　「雑がみ」は、再生利用できる貴重な資源です。ごみとして捨てずに、資源回収に出すか、町の
資源リサイクルステーションに持ち込んでください。

雑がみは捨てずに再生利用減量術 ❷

○食品ロスって何？
　食品ロスとは、食べられる食品を食べな
いで捨ててしまうことです。日本での食品
ロスの量は「年間600万t」とされ、その約半
分は家庭から発生しています。

「食品ロス」をなくす減量術 ❸
○食品ロスをなくすために
　食品を買うとき、外食するとき
などには、「食べきれる量」を購入・
注文するようにしましょう。

「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
」
を
続
け
よ
う

　

生
活
す
る
上
で
ご
み
を
全
く
出
さ
な
い

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
今
回
紹

介
し
た
よ
う
な
「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
」

の
積
み
重
ね
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
、

持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
点
を
日
々
の
生
活
の
中
で
意

識
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境
課
環
境

整
備
係

☎
35
―
７
０
３
６

国民1人当たり食品ロス量

資料：総務省人口推計（平成30年10月1日）　平成30年度食料需給表（確定値）

１日 約130g
※茶碗約1杯のご飯の量に相当

年間 約47kg
※ 年間1人当たりの米の消費量
　（約54kg）に近い量

これは日本人1人が毎日
茶碗1杯分のご飯を捨て
ている計算に!!

ご み 減 量 術 の 紹 介

　食品ロスとは、食べられる食品を食べな
いで捨ててしまうことです。日本での食品
ロスの量は「年間600万t」とされ、その約半

「食品ロス」をなくす

　食品を買うとき、外食するとき
などには、「食べきれる量」を購入・

▶
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●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

身
体
障
害
や
病
気
な
ど
で
、
緊
急
事
態

に
適
応
し
た
行
動
が
で
き
な
い
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方
な
ど
が
、

自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
機
器
を
無
償
で
貸
与

し
ま
す
。

●
寝
具
洗
濯
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
な
ど
で
寝
具
の
衛
生
管
理
が

困
難
な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世

帯
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
寝
具
の
洗
濯
・

乾
燥
・
消
毒
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

無
料
入
浴
券
の
交
付

　

健
康
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
な
の
花
温
泉

田
田
の
入
浴
券
を
年
間
48
回
分
交
付
し
ま

す
。

●
高
齢
者
通
院
等
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
な
ど
で
一
般
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
車
い
す

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
高
齢
者
が

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
、
高
齢
者
を
支
え

る
家
族
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
、

町
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

各
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高齢者サービス
ご利用くださいご相談・お気軽に

や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専
用
の
移
送
車
両
を

使
っ
て
通
院
し
た
場
合
、
そ
の
利
用
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
人
手
当
の
支
給

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を
６
カ
月
以

上
介
護
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
月
額
５

千
円
の
激
励
金
（
手
当
）
を
支
給
し
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
等

　
　
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
の
購
入
補
助

　

在
宅
の
認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
認
知
症
高
齢
者
な

ど
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
上
限
に
、
位
置

情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
の
初
回
整
備
費
（
購

入
費
、
手
数
料
等
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
各
種
健
診
と
健
康
相
談

　

健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
、
人
間

ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
健
診
後
の

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
管
理
を
目
的
に
、

健
康
相
談
や
保
健
指
導
、
栄
養
相
談
指
導

を
行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
疾
病
予
防
と
重
症
化
防
止
の

た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
お
よ

び
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
ん
で
ん
号

　

満
65
歳
以
上
の
方
、
車
や
運
転
免
許
証

を
お
持
ち
で
な
い
方
が
、
自
宅
か
ら
町
内

の
目
的
地
ま
で
利
用
で
き
る
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
す
。
１
回
３
０
０
円
で
利
用
で

き
ま
す
。

　

祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
を
除
き
、
毎

日
運
行
し
て
い
ま
す
。

【
運
行
時
間
】　

午
前
９
時
、
10
時
、
11
時
、

正
午
、
２
時
、
４
時
、
５
時

●
介
護
予
防
研
修
会

　

介
護
予
防
を
目
的
に
、
心
身
の
機
能
低

下
を
防
ぐ
た
め
の
研
修
や
専
門
家
に
よ
る

指
導
を
行
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
出
前
講
座

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
出
向

き
、
介
護
予
防
・
地
域
で
の
支
え
合
い
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
話
を
行
い
ま
す
。

●
み
か
わ
自
立
体
力
検
定

　

日
常
生
活
に
最
低
限
必
要
な
力
「
自
立

体
力
」
を
測
る
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

福
祉
係

役
場
健
康
福
祉
課

☎
35
―
７
０
３
０

介
護
支
援
係

役
場
健
康
福
祉
課

☎
35
―
７
０
３
１

健
康
係

役
場
健
康
福
祉
課

☎
35
―
７
０
３
２

企
画
調
整
係

役
場
企
画
調
整
課

☎
35
―
７
０
１
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
健
康
福
祉
課
内
）

☎
35
―
７
０
３
１



5 2021.6.15

す
。
希
望
が
あ
る
場
合
は
町
内
会
で
も
開

催
し
ま
す
。

●
紙
お
む
つ
の
支
給

　

町
内
在
住
の
方
で
、
常
時
お
む
つ
を
使

用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
３
カ
月
以
上
経
過

し
た
方
を
対
象
に
、
紙
お
む
つ
を
支
給
し

ま
す
（
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
上
限
が

あ
り
ま
す
）。

●
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

　

体
力
や
視
力
の
低
下
な
ど
の
理
由
に
よ

り
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方

に
、
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
支

援
と
な
の
花
温
泉
田
田
の
入
浴
券
な
ど
の

贈
呈
を
行
い
ま
す
。（
本
事
業
に
年
齢
要

件
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
元
気
教
室

　

認
知
症
予
防
事
業
と
し
て
、
数
え
年
で

80
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
要
介
護
状
態

に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
脳
ト
レ

や
筋
ト
レ
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

　

地
域
全
体
で
介
護
予
防
に
取
り
組
む
た

め
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
普
及
や

そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
総
合
相
談
支
援
事
業

　

高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の
実
態
、

必
要
な
支
援
な
ど
を
相
談
に
よ
り
幅
広
く

把
握
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
切
な

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
の
知
識
を
持
つ
専
門
家
が
、
認

知
症
や
そ
の
症
状
が
強
く
疑
わ
れ
る
方
の

自
宅
を
訪
問
し
、
専
門
医
療
機
関
の
受
診
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
説
明
や
利
用
支

援
な
ど
、
状
態
に
応
じ
た
助
言
等
を
行
い

ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
等「
無
事
お
帰
り
」事
業

　

認
知
症
な
ど
で
徘
徊
の
恐
れ
が
あ
る
高

齢
者
の
情
報
を
町
に
登
録
し
、
そ
の
情
報

を
警
察
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
行
方
不
明

時
の
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
支
援
事
業

　

認
知
症
の
知
識
の
あ
る
支
援
員
が
、
認

知
症
の
高
齢
者
や
見
守
り
の
必
要
な
家
庭

を
訪
問
し
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
見
守

り
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

●
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ・に
こ
に
こ
出
前
カ
フ
ェ

　

認
知
症
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

な
ど
、
認
知
症
の
予
防
を
兼
ね
て
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
交
流
や
相
談
で
き
る
場
で

●
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
や
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
る
た
め
、
運
動
強
度
ご
と
の

４
コ
ー
ス
に
分
け
、
無
理
な
く
楽
し
く
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
楽
ら
く
貯
筋
塾

　

介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
た
方
を
対
象

に
、
身
体
機
能
の
維
持
と
運
動
習
慣
の
継

続
を
図
る
た
め
、
楽
し
く
運
動
で
き
る
機

会
を
設
け
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
弁
当
配
達

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の

方
を
対
象
に
、
食
生
活
の
面
か
ら
健
康
の

維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
手
作
り
の
弁
当

を
配
達
し
ま
す
。

●
ミ
ニ
サ
ロ
ン
事
業

　

ミ
ニ
サ
ロ
ン
は
、
町
内
会
な
ど
の
小
さ

な
単
位
で
気
軽
に
集
ま
っ
て
参
加
者
同
士

が
つ
な
が
り
を
持
ち
、
楽
し
く
過
ご
す
場

で
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
団
体
な

ど
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
広
場

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
趣
味
活
動
を
通

し
た
交
流
の
場
を
設
定
し
、
高
齢
者
な
ど

の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
仲
間
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
交
流
会

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
一
堂
に
会
し
、

食
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
交

流
し
な
が
ら
、
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り

ま
す
。

●
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）、
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
お
出
か
け
会

　

出
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
通
院
の
た
め
の

交
通
手
段
を
提
供
し
ま
す
。

●
車
イ
ス
の
貸
し
出
し

　

介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
ら
な
い
方

で
、
日
常
生
活
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

を
対
象
に
、
車
イ
ス
を
貸
し
出
し
ま
す
。

●
緊
急
連
絡
カ
ー
ド

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
の
緊
急
連
絡
先
を
記
載
し
た
携
帯
用

カ
ー
ド
を
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
　
　（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
援
助

や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
支
払
い

な
ど
の
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

危
機
管
理
係

役
場
総
務
課

☎
35
―
７
０
１
０

社
会
福
祉
協
議
会

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
66
―
４
４
１
０
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優
し
く　

賢
く　

逞た
く
ま

し
い
東
郷
っ
子

　

主
体
的
な「
学
び
」の
あ
る
学
校
を
目
指
し
て

　

新
１
年
生
17
人
を
迎
え
、
全
校
児
童
１
２
２
人
、
職
員
26
人
の
１
４
８
人
で
、
令
和

３
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
、
東
郷
小
学
校
で
は
次
の
３
点
を
重
点
に
し
て
い

ま
す
。

・
学
び
続
け
る
「
個
」
を
育
成
す
る

・
関
わ
り
を
深
め
、
学
校
生
活
を
自
分
た
ち
で
創
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
子
ど
も
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
精
度
を
上
げ
、
心
と
体
の
「
粘
り
強
さ
」
を
育
成
す
る

　

受
け
身
的
で
指
示
待
ち
の
子
ど
も
で
は
な
く
、
主
体
的
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち
で

課
題
を
解
決
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
学
校
の
教
育
目
標
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
、
新
年
度
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
４
月
８
日
㈭
入
学
式

　

保
護
者
の
参
加
は
、
１
家
族
に
つ
き
２
人
ま
で
に

制
限
す
る
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
取
り
、
新
入
生
と

全
校
児
童
が
一
同
に
集
ま
っ
て
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

新
入
生
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
終
始
立
派
な

態
度
で
参
加
で
き
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
か
ら
の
名

前
の
呼
び
上
げ
に
は
大
き
な
返
事
で
答
え
、
東
郷
小

学
校
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

☆
４
月
₂₀
日
㈫
１
年
生
を
迎
え
る
会

　

６
年
生
が
企
画
・
運
営
し
、
１
年
生
を
迎
え
る
会

東郷小学校
より

町長コラム
「誠・心・誠・意」

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
増
加

が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用
、
消
毒
、
３

密
の
回
避
、
換
気
の
励
行
な
ど
、
基
本
的

な
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
町
に
お
け
る
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初

回
と
な
っ
た
５
月
30
日
の
接
種
は
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
も
あ
り
、
滞
り
な
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
集
団
接
種

に
あ
た
っ
て
は
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
鶴
岡
地
区
医
師
会
や
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
町
政
運
営

に
あ
た
り
、
思
い
ど
お
り
に
実
施
で
き
て

い
な
い
活
動
と
し
て
「
広
聴
活
動
」
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
町
内
会
や
各

種
団
体
な
ど
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
開
催

し
て
き
た
「
町
長
と
の
語
る
会
」
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

町
政
に
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年

度
以
降
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

私
と
し
て
は
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
皆
さ
ま
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

思
い
に
耳
を
傾
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

強
く
持
ち
な
が
ら
広
聴
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
変
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
町
政
は
、
新
た
な
思
考

を
施
策
に
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
も
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

皆
さ
ま
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
意
見
」
を
聞

い
て
み
た
い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
し
ば
ら
く
は
、
こ
う
し
た
催
し
物

を
開
き
づ
ら
い
状
況
が
続
く
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
、
開
催
の
希

望
が
あ
れ
ば
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
長
と
の
語
る
会
に
限
ら
ず
、
町
内
会

長
さ
ん
や
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご
意

見
・
ご
提
言
・
お
問
合
せ
」
の
コ
ー
ナ
ー

を
通
じ
て
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で

お
会
い
し
た
時
に
は
遠
慮
な
く
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▲過去の町長との語る会の様子



7 2021.6.15

を
開
催
し
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
１
年
生
が
学
校
生

活
に
馴な

じ染
め
る
か
、
１
年
生
の
名
前
を
上
級
生
に
覚

え
て
も
ら
え
る
か
と
い
っ
た
点
を
工
夫
し
な
が
ら
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
会
を
通
じ
て
、
２
年
生
以
上
の
児
童
は
お
兄

さ
ん
・
お
姉
さ
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
、
よ
り
意

欲
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

☆
４
月
₂₄
日
㈯
授
業
参
観

　

新
し
い
学
年
に
な
っ
て
初
め
て
の
授
業
参
観
で
す
。

授
業
参
観
も
１
家
族
に
つ
き
２
人
ま
で
の
参
加
に
制

限
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
児
童
の
保
護
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
懇
談
会
に
も
ほ
と
ん
ど
の
ご
家
庭
か
ら
参

加
い
た
だ
く
な
ど
、
東
郷
地
区
の
方
々
の
教
育
に
対

す
る
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

☆
５
月
₁₀
日
㈪
田
植
え
体
験

　

今
年
度
も
田
ん
ぼ
の
先
生
で
あ
る
佐
藤
達
也
さ
ん

（
天
神
堂
）
の
指
導
の
下
、
５
年
生
が
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

　

初
め
て
裸
足
で
入
る
田
ん
ぼ
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
、
泥
の
中
は
進

む
の
が
難
し
く
、「
こ
ん
な
苦
労
を
し
な
が
ら
お
米
が

作
ら
れ
る
の
だ
」
と
、
農
家
さ
ん
の
苦
労
に
気
付
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
苗
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
９
月
の

稲
刈
り
に
向
け
て
稲
作
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

感
染
症
の
影
響
で
、
今
年
度
も
町
民
大
運
動
会
や

連
合
陸
上
大
会
な
ど
の
行
事
が
中
止
と
な
る
中
、
工

夫
や
知
恵
を
出
し
な
が
ら
で
き
る
活
動
を
行
い
、「
粘

り
強
く
」
「
学
び
続
け
る
」
子
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

俳
　
壇

初
燕
誰
か
の
家
を
尋
ね
ゆ
く

佐
藤　
　

頴

た
ん
ぽ
ぽ
に
笑
顔
も
ら
い
し
散
歩
道

飯
野　

藤
子

七
十
路
の
オ
ー
ル
ド
ケ
ア
ラ
ー
走
り
梅
雨

春
山　

夏
海

木
洩
れ
日
に
雪
の
如
散
る
え
ご
の
花

庄
野
す
み
れ

沼
底
の
如
く
静
か
や
春
の
夜

工
藤
ひ
ろ
し

霜
害
に
な
げ
き
古
老
の
柿
摘
果

佐
藤　

誠
爾

う
ぐ
い
す
の
鳴
声
ま
て
ど
走
り
梅
雨

小
林　
　

裕

自
分
に
は
誰
か
を
愛
す
る
希
望
あ
り

土
田　
　

秀

歌
　
壇

宇
賀
神
社
の
草
取
る
講
中
の
人
び
と
と
心
交
す
初
夏
の
ひ
と
と
き

齋
藤
与
次
雄

雨
は
ら
む
雲
の
厚
さ
を
西
空
に
み
つ
つ
歩
め
り
雑
草
踏
み
て

佐
藤　
　

頴

杉
菜
の
根
ど
こ
ま
で
深
く
伸
び
る
の
か
伯
母
は
云
ひ
た
り
閻
魔
様
ま
で

佐
藤　

博
政

草
を
刈
る
切
株
の
み
の
柿
畑
を
隣
地
へ
迷
惑
た
だ
掛
け
ま
じ
と

齋
藤　

久
繁

雨
上
が
り
緑
豊
か
な
草
叢
に
ひ
と
き
は
映
え
る
た
ん
ぽ
ぽ
の
花

前
田
キ
ヌ
エ

児
童
ら
と
白
詰
草
の
花
編
み
て
遊
び
し
日
々
よ
楽
し
く
想
ふ

土
田　
　

秀

九
十
年
生
き
来
し
道
の
草
々
に
見
映
へ
よ
き
花
一
つ
も
見
え
ず

五
十
嵐
松
男

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー
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　5月20日㈭、青山地区で排水ポンプ車などを
使った排水訓練が行われ、国土交通省酒田河川
国道事務所、県庄内総合支庁、本町や近隣自治
体の職員、排水作業を受託する業者の作業員な
どが参加しました。
　訓練では、青竜寺川が増水したケースを想定
し、本流の赤川に排水する手順を確認しました。
　訓練を行った現場付近は、昨年の7月豪雨時
に氾濫し、床上・床下浸水の被害が発生しまし
た。この被害を教訓に、関係機関が連携しなが
ら防災体制の整備を図っています。

　新型コロナウイルス感染症対策などに役立ててほ
しいと、㈱佐藤工務（鶴岡市）から町に300万円が寄付
されました。
　5月13日㈭に役場で贈呈式が行われ、同社の佐藤友
和代表取締役が「感染症の影響で大変な世の中になっ
ているが、何かに貢献できたらという思い。特に、

活動が制限される中でも、子どもたちが健や
かに成長できることを願っている。その
お役に立てたら」とあいさつしました。
　寄付金は、ご厚意に沿うよう活用
させていただきます。

災害の教訓を防災に生かす

青竜寺川で
排水訓練を実施

コロナ対策と子どもたちのために

㈱佐藤工務から寄付を
いただきました

5/20
(木)

　5月19日㈬～22日㈯の4日間､ 役場の町民ホー
ルで東京2020オリンピック・パラリンピックの聖
火リレーで使用するトーチの展示を行いました。
　トーチは上から見ると断面が桜の花の形をして
おり、色はオリンピック用（写真左）が「桜ゴール
ド」、パラリンピック用（写真右）が「桜ピンク」で、
素材の一部には、東日本大震災の仮設住
宅のアルミ建材が再利用されています。
　展示中は、訪れた方々が足を止め
て見入ったり、写真に収めたりす
る様子が見られました。

5/13
(木)

まちかど写真館

　本町における65歳以上の方を対象とした新型コ
ロナワクチンの集団接種が始まりました。
　初回の5月30日㈰は、約500人の方々が会場の
なの花ホールで接種を受けました。本町では、約
1,900人の方々が集団接種を受ける予定で、7月に
かけ4つの日程に分けて実施します。
　ワクチンは、感染症の発症予防が期待される一
方、他者への感染をどの程度予防できるかなど、
まだ分かっていない点もあります。接種を受けた
方も引き続き、基本的な感染予防対策の継続をお
願いします。

65歳以上の方が対象

新型コロナワクチン
集団接種始まる

5/30
(日)

5/19
(水)

活動が制限される中でも、子どもたちが健や
かに成長できることを願っている。その
お役に立てたら」とあいさつしました。
　寄付金は、ご厚意に沿うよう活用

災害の教訓を防災に生かす

青竜寺川で
排水訓練を実施

素材の一部には、東日本大震災の仮設住
宅のアルミ建材が再利用されています。
　展示中は、訪れた方々が足を止め

新型コロナワクチン

まちかど

東京五輪の機運を盛り上げる

役場で聖火トーチを展示

写真館
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　新型コロナウイルス感染症などの感染
対策のため、使用済みマスクや鼻水等が
付着したティッシュ等をごみに出す場合
は、右記の点に気を付けてください。
　ごみを適切に出すことで、収集や処理
をする作業員が安心して作業できます。
皆さまのご協力をお願いします。

【ごみ収集量実績】
5月収集量

R3年度（R2年度）対前年度増加率
も  や  す  ご  み 120.39t（152.62t） ▲21.12％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル  3.73t　（3.87t） ▲3.62％
び ん ・ 缶  5.40t　（4.75t） 13.68％
金 属 ・ そ の 他  4.22t　（4.20t） 0.48％
廃蛍光管・廃乾電池等  0.22t　（0.27t） ▲18.52％

合　　　計 133.96t（165.71t） ▲19.16％
○問合せ先　役場建設環境課 環境整備係　☎35－7036

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter

【今月のテーマ】
～使用済みマスクや
ティッシュ等の捨て方～

■
鶴
岡
市

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

○
期　

間　

６
月
26
日
〜
10
月
３
日
の

土
・
日
曜
日
・
祝
日
（
８
月
10
日
㈫
〜

13
日
㈮
、
９
月
24
日
㈮
も
実
施
）

○
時　

間

６
〜
８
月　

午
後
６
時
〜
９
時
、

９
〜
10
月　

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

○
費　

用

協
力
金
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

○
問
合
せ
先　

羽
黒
町
観
光
協
会

☎
62
―
４
７
２
７

■
酒
田
市

酒
田
市
美
術
館
・
土
門
拳
記
念
館
共
同
企
画

◆「
今
森
光
彦
―
自
然
と
暮
ら
す
切
り
紙
の
世
界
―
」

○
期　

間　

７
月
９
日
㈮
ま
で

○
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
入
館
４
時
30
分
）

○
費　

用　

一
般
９
０
０
円
、
高
校
生
４

５
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

○
内　

容

里
山
に
棲
む
様
々
な
生
き
物
た
ち

な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
切
り
紙
作
品
の
展
示

○
会
場
・
問
合
せ
先　

酒
田
市
美
術
館

☎
０
２
３
４
―
31
―
０
０
９
５

◆「
今
森
光
彦
―
自
然
と
暮
ら
す
写
真
の
ま
な
ざ
し
―
」

○
期　

間　

７
月
10
日
㈯
ま
で

○
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
入
館
４
時
30
分
）

○
費　

用　

一
般
９
０
０
円
、
高
校
生
４

５
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

○
内　

容　

第
28
回
土
門
拳
賞
受
賞
作
品

『
昆
虫
4
億
年
の
旅
』
よ
り
、
昆
虫
写

真
と
切
り
紙
立
体
作
品
を
同
時
展
示

○
会
場
・
問
合
せ
先　

土
門
拳
記
念
館

☎
０
２
３
４
―
31
―
０
０
２
８

■
庄
内
町

キ
ッ
ズ
カ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
開
催

小
学
１
〜
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

（
身
長
１
０
０
〜
１
３
０
㎝ 
程
度
）に
カ
ー

ト
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

○
日　

時　

７
月
４
日
㈰　

ス
テ
ッ
プ
１

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、ス
テ
ッ

プ
２　

午
後
１
時
〜
３
時

○
定　

員　

親
子
３
組（
先
着
）

○
参
加
費

１
ス
テ
ッ
プ
２
，０
０
０
円（
親
子
）

※
ス
テ
ッ
プ
３
修
了
後
カ
ー
ト
を
一
人
で
楽
し

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ス
テ
ッ
プ
３
の
講

習
は
、
１
回
目
の
受
講
者
の
み
に
案
内
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川

（
庄
内
町
連
枝
字
新
割
）

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
２
８
２

ご家庭のごみ箱に
袋をかぶせ、いっ
ぱいになる前にご
みに出しましょう。

ごみに直接触れる
ことのないよう、
しばってから出し
ましょう。

ごみを捨てた後は、
せっけんを使って
流水で手を洗い
ましょう。

使用済みマスクやティッシュ等の捨て方
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令
和
３
年
１
月
１
日
に
住
所
の
あ
っ
た
市

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
非
課
税
の
方
は

　

納
税
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
期
限
後
に
確
定
申
告
書
ま
た
は
町
民
税
・

県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は

　

申
告
の
内
容
が
、
今
回
お
送
り
す
る
納

税
通
知
書
に
反
映
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
後
日
、
申
告
の
内
容
を
反
映
さ
せ

た
税
額
変
更
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◆
税
の
口
座
振
替

　

税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
役
場
町
民
課
ま
た

は
金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

※
特
別
徴
収
分
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書

払
い
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
税
務
係

☎
35
―
７
０
２
６

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

河
川
美
化
・
河
川
愛
護
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
図
り
、
美
し
く
快
適
で
豊
か
な

郷
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
き
れ

い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動
」
が

県
内
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
中
に
、
町
内

会
周
辺
道
路
・
赤
川
河
川
敷
の
ご
み
・
空

き
缶
な
ど
の
収
集
作
業
お
よ
び
藤
島
川
・

京
田
川
・
大
山
川
・
青
竜
寺
川
河
川
敷
の

草
刈
り
作
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日　

時　

７
月
４
日
㈰
午
前
６
時
〜

※
日
時
が
異
な
る
町
内
会
も
あ
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境
課
環
境

整
備
係

☎
35
―
７
０
３
６

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
北
田
団
地

○
所　

在

三
川
町
大
字
押
切
新
田
字
北
田
80

○
募
集
戸
数　

１
戸
（
３
階
）

○
構
造
等

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

４
階
建

◆
横
山
団
地

○
所　

在　

三
川
町
大
字
横
山
字
畑
田
１

４
４‒

１

○
募
集
戸
数　

１
戸

○
構
造
等　

木
造
平
屋
建

◆
共　

通

○
申
込
み
締
切
り　

６
月
30
日
㈬
ま
で

○
入
居
可
能
時
期

７
月
中
旬
ご
ろ（
予
定
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境

課
建
設
係

☎
35
―
７
０
３
５

犬
を
飼
う
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

　

生
後
90
日
を
過
ぎ
た
犬
を
飼
う
場
合
は
、

役
場
ま
た
は
動
物
病
院
で
飼
犬
の
登
録
届

出
が
必
要
で
す
。
所
在
地
の
変
更
、
犬
の

譲
渡
・
死
亡
等
に
よ
り
登
録
事
項
に
変
更

が
あ
る
場
合
も
、
役
場
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

6お知らせ
Information

2021 June

町
民
税
・
県
民
税
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

６
月
中
旬
に
今
年
度
の
町
民
税
・
県
民

税
（
普
通
徴
収
・
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

の
方
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
税
・
県
民
税
が
給
与
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
る
給
与
所
得
者
の
方
の
税

額
通
知
書
は
、
５
月
中
旬
に
事
業
所
宛
て

に
送
付
し
て
お
り
、
事
業
所
か
ら
配
布
さ

れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
町
民
税
・
県
民
税
は
、
令
和

２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
12
月
31
日

ま
で
の
個
人
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

来
らい

夢
む

来
らい

人
と

では、今年度、東北公益文科大学やNPO法人などと協働で、環境問題について考える
活動を行っています。川や海のごみ問題への取り組みとして、海岸のごみの調査・回収に協力して
くださるボランティアを募集します。
○日　時　7月17日㈯　午前9時～11時 ○対　象　どなたでも
○会　場　赤川河口付近海岸（酒田市浜中） ○申込み締切り　7月2日㈮まで
※申込みのあった方に、詳しい内容をお知らせします。
○申込み・問合せ先　町教育委員会教育課 社会教育係（テオトル内）　☎64－8310

赤川河口海岸クリーンアップ作戦!協力者募集!
三川町中高生ボランティアサークル来夢来人
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他
の
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Information

2021.6.15

　

ま
た
、
飼
い
主
の
皆
さ
ま
は
次
の
こ
と

を
守
り
、
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
せ
ず
、
散
歩
の
際
も

リ
ー
ド
等
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
避
妊
・

去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
法
律
で
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

集
合
注
射
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
早

め
に
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課
健
康

係

☎
35
―
７
０
３
２

令
和
２
年
度

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
住
民
基
本

台
帳
の
閲
覧
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

◎
閲
覧
状
況
の
見
方

◆
閲
覧
者
氏
名

　

①
閲
覧
事
由
（
利
用
目
的
の
概
要
）

　

②
閲
覧
年
月
日

　

③
閲
覧
し
た
住
民
の
範
囲

◆
一
般
社
団
法
人　

中
央
調
査
社
会
長

①
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
が
実
施
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
世
論
調
査
」
の
対
象
者
名
簿
作
成

②
令
和
２
年
９
月
30
日

③
18
歳
以
上
（
平
成
14
年
10
月
末
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
の
大
字
成
田
新
田
の

方
（
12
件
）

◆
全
町
内
会
長

①
町
内
会
活
動
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る

た
め

②
令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま

で
の
毎
月
初
め

③
町
内
会
内
に
住
所
を
有
し
、
世
帯
の
転

入
・
転
出
、
世
帯
主
の
変
更
が
あ
っ
た

方
○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
住
民
係

☎
35
―
７
０
２
５

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会

○
日　

時　

７
月
２
日
㈮　

午
後
１
時
〜

４
時

○
会　

場　

ト
ー
タ
ル
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
酒
田
（
酒
田
市
中
町
）

○
内　

容　

求
職
者
の
就
労
や
生
活
・
住

ま
い
に
関
す
る
悩
み
、
困
り
ご
と
相
談

○
参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

○
問
合
せ
先　

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
―
８
０
０
―

７
８
６
７
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

　

三
川
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
。
申
込
時

に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
日　

時　

７
月
９
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

○
内　

容　

法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人

の
こ
と
に
限
る
）

○
定　

員　

先
着
６
人

○
相
談
員　

薬
丸
有
希
子
弁
護
士

○
申
込
み
開
始
日　

６
月
25
日
㈮
午
前

８
時
30
分
〜

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

海
浜
カ
ヌ
ー
体
験
デ
ー

○
期　

日　

◆
海
コ
ー
ス

７
月
10
日
㈯
（
午
前
・
午
後
）

◆
川
コ
ー
ス

７
月
11
日
㈰
（
午
前
・
午
後
）

○
対　

象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
で
参
加
、
小
学
１
〜
３
年
生

は
保
護
者
と
同
乗
）

○
定　

員　

各
回
先
着
30
人

○
参
加
費　

１
９
０
円
（
保
険
料
）

○
申
込
み
期
間　

６
月
17
日
㈭
〜
25
日
㈮

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://kaihin.

asoviva-p.jp/
）
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
催
し
物
等
に
参
加
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
着

用
や
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
感
染
状
況
に
よ

り
中
止
・
延
期
な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県

金
峰
少
年
自
然
の
家
分
館
海
浜
自
然

の
家
（
遊
佐
町
菅
里
）

☎
０
２
３
４
―
77
―
２
１
６
６

狩
猟
免
許
試
験

○
期　

日　

７
月
17
日
㈯　

○
会　

場　

県
庄
内
総
合
支
庁

○
申
込
み
期
間　

６
月
18
日
㈮
〜
７
月
２

日
㈮

※
詳
し
く
は
、
山
形
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県
み
ど
り

自
然
課　☎

０
２
３
―
６
３
０
―
３
４
０
４

「
女
だ
か
ら
、男
だ
か
ら
、で
は
な
く
、

私
だ
か
ら
の
時
代
へ
。」６
月
23
日
〜

29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
の
期
間
に

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.gender.go.jp/
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いかがでしょうか？

広  

告

TEL 0235-68-1600  http:www.aeon.jp/sc/mikawa/

新型コロナウイルス感染症に関する相談先
「症状がない」場合発熱や咳などの「症状がある」場合
・感染していないか心配
・予防方法を聞きたい　等

●一般相談コールセンター
☎0120-56-7383

（フリーダイヤル）
【受付時間 8:30～18:00、土日祝日含む】

●山形県受診相談センター
☎0120-88-0006

（フリーダイヤル）
【毎日24時間対応、土日祝日含む】

かかりつけ医療機関が

●かかりつけ医療機関
☎診察券等で確認

ある ない

【受付時間 診療時間内】
※診療時間外は山形県受診相談

センターにご相談ください。

入 札 の 結 果

◎三川町立押切小学校大規模改修事業校舎　
　等改修工事　第4期（校舎2号棟）
　完成期限　10月29日
　落札金額　202,400,000円
落札業者 ㈱佐藤工務
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Information

2021.6.15

△ 人口の動き 

△

（令和3年5月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,361人（増6人）　男3,607人（増5人）　女3,754人（増1人）
　増減の内訳　・転入20人・転出▲13人・出生3人・死亡▲4人
■世帯数／2,478戸（増7戸）

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から20年前の平成13年6
月に発行された広報です。
　この広報では、町民を対象に行われた「IT講習会」を紹介
しています。IT講習会は、当時、急速な発展を遂げていた情
報通信技術を積極的に活用できる社会の実現を目指し、政府
主導の下、全国の各自治体で開催されました。本町でも、20
代～70代までの119人が受講し、メールソフトの使い方や
ホームページの閲覧方法などを学びました。
　その後も技術の向上は続き、現在ではスマートフォンの普
及により電子申請や電子決済が浸透するなど、より身近で便
利な技術になる一方で、技術を使える人と使えない人の格差
の解消が課題となっています。

【平成13年5月末日現在の総人口：7,929人】

あの頃のみかわ
今から20年前のみかわ 【平成13年（2001年）6月】

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

謹んでご冥福をお祈り申しあげます
令和3年5月届出 （敬称略）

佐藤きよゑ（100歳） 猪　　子 神事　憲昭（73歳） 横　　川 ご寄附ありがとうございました

ふるさと応援寄附金ありがとうございました

　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。
めん蔵イオンモール三川店様
渡邊　元雄様（成田新田）

5月分　1,390人
　お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。

休日夜間診療のお知らせ
場所：鶴岡市総合保健福祉センター 「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町5-30）鶴岡市

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付時間
下記以外の月曜日～土曜日 内科、小児科 19：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日）

内科、小児科
内科、小児科、外科
内科、小児科

9：00～11：30
13：30～16：30
18：00～20：30

※午後（夜間含む）の小児科は、内科医による診察です。
場所：酒田市民健康センター別館 （酒田市船場町二丁目1-31）酒田市

◆休日診療所◆
☎ 0234 － 21 － 5225

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 内科、小児科、外科 8：30～11：30

13：00～16：30

　「発熱や咳など、風邪の症状が続いている方」「息苦しさや強いだるさ、高
熱等のいずれかの症状がある方」は、診療所を受診する前に新型コロナ受診
相談センター ☎₀₁₂₀－₈₈－₀₀₀₆（毎日₂₄時間対応）にお電話ください。
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東京2020オリンピック聖火リレー
　6月7日㈪、鶴岡市で聖火リレーが行われ、本町から聖火ランナー
に選ばれた佐藤宏一さん（横山上）が大役を務めました。
　沿道にはランナーを応援する横断幕が掲げられ、手を振ったり拍手
をしたりして応援する光景が見られました。

～聖火ランナーを務めた佐藤さんのコメント～
　「私は野球に携わり、社会人チームでの活動や中学生への指導を行っ
ています。活動を通じて人と人が繋がるところにスポーツの尊さを感
じており、オリンピックが無事に開催されることを祈っています」
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①
き
ゅ
う
り
は
ヘ
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を
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っ
て
２
〜
３
㎜
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さ
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輪
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り
に
、
大
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は
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を
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２
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に
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ボ
ウ
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に
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ゅ
う
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と
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て
塩
を

振
り
、
５
分
程
お
い
た
ら
水
気
を
ふ
き
取
る
。

③
大
葉
を
千
切
り
に
す
る
。

④
梅
肉
、
み
り
ん
、
か
つ
お
節
、
コ
ー
ン
を
②

に
入
れ
て
和
え
る
。
器
に
盛
り
、
大
葉
を
散

ら
す
。
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チーズはそのまま食べられるプロセス
チーズを使用しました。

ポイント


